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暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
今
年
は
四

月
に
入
っ
て
も
冷
た
い
雨
の
日
や
寒
い
日
が
多
く
あ
り

体
調
の
管
理
に
は
一
層
の
注
意
を
払
い
、
外
出
時
の
服
装

等
に
は
特
に
気
を
使
っ
て
過
ご
し
た
一
ヶ
月
で
し
た
。
よ

う
や
く
五
月
に
入
り
、
風
薫
り
新
緑
が
一
層
ま
ぶ
し
く
感

じ
る
心
地
よ
い
季
節
を
迎
え
、
田
植
え
や
野
菜
の
作
付
け

も
進
み
、
田
畑
の
風
景
も
一
新
さ
れ
、
大
地
も
人
も
活
気

漲
る
季
節
を
迎
え
ま
し
た
▼
私
達
は
昔
か
ら
万
物
に
神
様

の
存
在
を
信
じ
そ
の
恵
み
を
い
た
だ
き
、
感
謝
の
祈
り
を

捧
げ
る
生
活
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
大
地
に
育
ま
れ
る

豊
か
な
生
活
が
私
達
の
理
想
で
す
▼
永
い
歴
史
の
中
に
は

心
な
ら
ず
も
不
幸
な
時
代
を
過
ご
し
て
き
た
こ
と
も
何
度

か
認
め
ら
れ
ま
す
。
先
の
大
戦
も
不
幸
な
出
来
事
の
大
き

な
一
つ
で
あ
り
、
今
年
終
戦
七
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。
私

達
は
今
日
の
平
和
に
感
謝
し
、
護
国
の
英
霊
を
お
慰
め
申

し
上
げ
、
国
の
安
寧
に
力
を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

覚
悟
を
強
く
持
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
外
に
お
い

て
は
、
世
界
は
必
ず
し
も
平
和
で
あ
る
と
は
云
え
な
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
▼
終
戦
七
十
年
に
あ
た
り
、
当
神
社

で
は
八
月
の
終
戦
の
日
近
く
に
、
慰
霊
と
世
界
の
恒
久
平

和
を
祈
る
平
和
祈
願
祭
を
寒
川
町
内
十
二
ケ
寺
の
僧
侶
の

方
々
と
合
同
に
て
執
行
致
し
た
く
現
在
計
画
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。｢

今
あ
る｣

こ
と
の
感
謝
と
祖
先
と
英
霊
の

｢

み
こ
こ
ろ｣

を
感
得
す
る
一
助
と
な
り
ま
す
れ
ば
幸
い

に
存
じ
ま
す
▼
当
社
報

｢

相
模｣

も
お
蔭
様
で
、
昭
和
四

十
四
年
三
月
の
創
刊
以
来
今
月
号
で
五
百
号
を
迎
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
氏
子
・
崇
敬
者
の
皆
様
の
信
頼
と

御
愛
読
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

(

石
腰

亮)
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寒
川
神
社
の
傘
下
に
な
り
、
そ

の
後
十
年
を
機
に
、
場
所
も
建

物
も
一
新
さ
れ
、
綜
合
病
院
と

し
て
開
業
さ
れ
て
暫
く
経
っ
た

頃
、
高
倉
健
さ
ん
が
お
一
人
で

祈
願
に
お
見
え
に
な
っ
た
時

社
報

｢

相
模｣

を
ご
覧
に
な
り

｢

随
分
大
き
く
立
派
に
な
っ
た

の
で
す
ね｣

と
い
わ
れ
、
以
前

か
ら
神
社
が
医
院
を
町
の
方
々

の
便
を
図
っ
て
経
営
し
て
い
る

こ
と
を
御
存
じ
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
の
で
、
ご
く
自
然
な
会
話
で

し
た
が
、｢

こ
こ
は
静
か
で
す

し
、
入
院
治
療
に
は
良
い
で
す

ね
。
都
内
で
す
と
な
か
な
か
ゆ
っ

く
り
も
で
き
ま
せ
ん
か
ら｣

と

冗
談
と
も
本
気
と
も
と
れ
る
ご

様
子
で

｢

電
話
す
れ
ば
良
い
で

し
ょ
う
か｣

と
ま
で
仰
ら
れ

私
か
ら
手
配
さ
せ
て
頂
き
ま
す

と
の
こ
と
で
、
ニ
コ
ッ
と
さ
れ

た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
、
私
が

札
幌
へ
転
任
し
た
あ
と
、
札
幌

へ
来
ら
れ
、
試
写
会
で
の
舞
台

挨
拶
の
折
り
に
も
お
声
懸
け
下

さ
り
、
社
報
の
編
集
と
い
う
素

晴
ら
し
い
仕
事
に
つ
か
せ
て
頂

い
た
事
を
五
十
年
近
く
も
昔
の

こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
記
憶
を

辿
っ
て
み
ま
し
た
。

御
社
頭
の
ま
す
ま
す
の
ご
隆

盛
と
社
報
の
一
層
の
充
実
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

貴
神
社
社
報

｢

相
模｣

が
こ

の
五
月
号
を
以
っ
て
発
刊
五
百

号
を
か
ぞ
え
ら
れ
る
と
の
こ
と

心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。
私
も
六
年
間
ほ
ど
携
わ
ら

せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り

殊
の
外
感
慨
深
い
も
の
が
ご
ざ

い
ま
す
。

今
、
当
時
の
事
を
思
い
出
し

ま
す
と
、
宿
直
の
朝
、
社
務
所

の
雨
戸
を
開
け
、
六
時
の
太
鼓

を
打
つ
。
正
宿
者

(

宿
直
二
名

奉
仕
の
上
席
の
人)

は
拝
殿
に

向
か
い
扉
を
開
け
放
ち
、
神
饌

を
調
理
し
、
整
う
と
狩
衣
を
著

け
、
神
饌
を
献
じ
日
供

(

神
様

へ
の
朝
の
お
食
事
、
朝
御
饌)

奉
仕
を
さ
れ
、
引
続
き
二
人
で

神
門
内
の
清
掃
、
最
後
に
熊
手

で
砂
利
の
目
を
整
え
る
。
も
ち

ろ
ん
宿
直
者
以
外
も
神
門
の
外

を
神
職
全
員
で
清
掃
。
掌
に
は

マ
メ
が
で
き
て
固
く
な
っ
て
い

た
こ
と
が
自
分
へ
の
勲
章
の
よ

う
な
気
も
し
て
い
ま
し
た
。

当
時
、
宮
山
七
町
内
に
住
ま

わ
れ
て
い
た
方
々
に
よ
っ
て

一
軒
ず
つ
毎
日
交
替
で
、
あ
る

方
は
お
米
を
お
盆
一
杯
、
あ
る

方
は
ジ
ャ
ガ
芋
ひ
と
盛
、
ま
た

ホ
ウ
レ
ン
草
、
に
ん
じ
ん
等
々

を
お
持
ち
に
な
り
、
帳
面
に
書

か
れ
た
お
名
前
の
下
に
、｢

寒

川
神
社｣
の
印
を
押
し
、
撤
下

物
を
一
箱
差
し
上
げ
て
、
帳
面

を
お
隣
り
さ
ん
へ
届
け
て
頂
く

と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
て

い
て
、
驚
き
と
有
難
い
気
持
ち

に
な
っ
た
こ
と
は
今
で
も
忘
れ

ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。

先
輩
神
職
に
お
聞
き
す
る
と

｢

当
神
社
は
戦
後
神
職
の
居
な

い
時
代
が
あ
っ
て
、
地
元
の
方
々

が
、
神
様
に
申
し
訳
な
い
こ
と

ゆ
へ
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
始
ま
っ

た
と
聞
い
て
い
る
よ｣

と
聞
か

さ
れ
更
に
感
動
し
た
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
昭
和
四

十
六
年
頃
ま
で
続
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

昭
和
四
十
四
年
、
当
時
の
寒

川
外
科
医
院
が
諸
事
情
に
よ
り
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四
月
四
、
五
日
の
二
日
間
に

亘
り
、
年
参
講
大
祭
が
斎
行
さ

れ
、
氏
子
を
は
じ
め
各
地
区
の

講
社
団
体
の
方
々
が
、
日
頃
の

御
神
恩
に
感
謝
を
捧
げ
、
地
域

の
安
全
と
講
員
の
無
病
息
災
が

祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

五
日
に
は
宮
山
地
区
の
方
々

が
参
拝
さ
れ
、
疫
病
等
が
流
行

ら
ぬ
よ
う
祈
る
衛
生
祈
祷
祭
も

併
せ
て
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
日
は
、
総
代
や
氏

子
有
志
に
よ
る
奉
納
演
芸
大
会

が
境
内
で
賑
や
か
に
開
催
さ
れ

民
謡
や
舞
踊
・
カ
ラ
オ
ケ
な
ど

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
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先
帝
陛
下
の
御
生
誕
の
日
で

あ
る

｢

昭
和
の
日｣

(

四
月
二

十
九
日)

、
昭
和
祭
が
斎
行
さ

れ
職
員
一
同
が
参
列
し
、
昭
和

天
皇
の
聖
業
を
讃
え
、
更
な
る

皇
室
の
弥
栄
と
国
の
隆
昌
が
祈

願
さ
れ
ま
し
た
。

｢

昭
和
の
日｣

は
平
成
十
七

年
｢

激
動
の
日
々
を
経
て
、
復

興
を
遂
げ
た
昭
和
の
時
代
を
顧

み
国
の
将
来
に
思
い
を
い
た
す｣

と
の
趣
旨
で｢

み
ど
り
の
日｣

か

ら
法
改
正
さ
れ
た
も
の
で
す
。

私
共
は
、
昭
和
天
皇
の
御
聖

徳
と
大
御
心
を
拝
す
る
こ
と
に

よ
り
、
昭
和
の
御
代
を
改
め
て

見
つ
め
直
し
、
こ
の
祭
日
の
意

義
を
次
の
世
代
に
伝
え
て
行
く

べ
く
努
め
て
行
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
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こ
の
祭
典
は｢
こ
う
の
ま
ち｣

と
も
呼
ば
れ
、
大
磯
町
国
府
本

郷
の
神
揃
山
に
相
模
国
一
之
宮

寒
川
神
社
・
二
之
宮
川
勾
神
社

・
三
之
宮
比
々
多
神
社
・
四
之

宮
前
鳥
神
社
・
平
塚
八
幡
宮
の

神
々
が
神
輿
に
て
参
集
し
、
古

式

｢

座
問
答｣

が
行
わ
れ
ま
す

そ
の
後
大
矢
場
に
て
総
社
六
所

神
社
と
の
神
対
面
の
儀
・
国
司

奉
幣
の
儀
が
行
わ
れ
ま
す
。
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七:

〇
〇

諸
員
参
集

七:

二
〇

遷

霊

祭

七:

五
〇

発

輿

祭
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平
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一
三:

五
〇

神
揃
山
発
輿
祭

一
四:

〇
〇

神
揃
山
発
輿

一
五:

〇
〇

大
矢
場
着
御
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一
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〇
〇

大
矢
場
発
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�神対面の儀

�座問答

�国司奉幣の儀
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※
社
頭
還
幸
時
間
は
道
路
状
況
に
よ
り

大
幅
に
前
後
す
る
事
も
あ
り
ま
す
。
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に
住
所
・
氏
名
・

�
�
�
�
�

年
齢
・
電
話
番
号
を
楷
書
で
明
記
の
う
え
左
記
要
項
に
よ
り

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

※�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

そ
れ
よ
り
前
の
消
印
や

�
�
�
�
�
�

記
入
漏
れ
が
あ
る
場
合
は
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下

さ
い
。
先
着
千
名
。(

一
人
一
枚
限
り
と
し
、
電
話
で
の
申
し
込
み
は
受

付
け
ま
せ
ん
。
ま
た
入
場
者
は
中
学
生
以
上
に
限
り
ま
す
。)

�
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終
戦
記
念
日
の
八
月
十

五
日
、
先
の
大
戦
に
て
尊

い
命
を
捧
げ
ら
れ
た
英
霊

へ
の
慰
霊
と
世
界
の
恒
久

平
和
を
祈
り
相
模
薪
能
を

開
催
致
し
ま
す
。

本
年
は
、
花
柳
眞
理
子

師
他
に
よ
る
日
本
舞
踊
も

披
露
さ
れ
ま
す
の
で
ご
覧

頂
き
ま
す
よ
う
、
併
せ
て

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
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本本
年年
終終
戦戦
七七
十十
年年
をを
迎迎
ええ
るる
にに
当当
たた
りり
、、
寒寒
川川
神神
社社
でで
はは
八八
月月
九九
日日

((

日日))

かか
らら
十十
五五

日日
((

土土))

まま
でで
をを
平平
和和
をを
祈祈
るる
週週
間間
とと
定定
めめ
、、
各各
種種
平平
和和
祈祈
念念
行行
事事
をを
実実
施施
致致
しし
まま
すす
。。

氏氏
子子
崇崇
敬敬
者者
のの
皆皆
様様
方方
もも
御御
参参
拝拝
のの
上上
ごご
覧覧
いい
たた
だだ
きき
、、
平平
和和
へへ
のの
思思
いい
をを
新新
たた
にに
すす

るる
機機
会会
にに
ささ
れれ
てて
はは
いい
かか
がが
でで
しし
ょょ
うう
かか
。。

記記

��
��
��
��
��
��
��

午午
前前
十十
時時

｢｢
平平
和和
祈祈
願願
祭祭｣｣

於於

本本

殿殿

引引
続続
きき

｢｢
平平
和和
祈祈
念念
式式
典典｣｣

於於

参参
集集
殿殿

町町
内内
十十
二二
ヶヶ
寺寺
とと
のの
合合
同同
平平
和和
祈祈
願願
祭祭
をを
行行
いい
まま
すす

共共
催催

寒寒
川川
町町
仏仏
教教
会会

※※
神神
社社
及及
びび
寺寺
院院
関関
係係
者者
のの
みみ
のの
参参
列列
とと
ささ
せせ
てて
いい
たた
だだ
きき
まま
すす
。。

午午
後後
五五
時時
半半

平平
和和
祈祈
念念

｢｢
音音
魂魂

((

おお
とと
だだ
まま))｣｣

ココ
ンン
ササ
ーー
トト

於於

寒寒
川川
町町

町町
民民
セセ
ンン
タタ
ーー

((

午午
後後
五五
時時
開開
場場))

��
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��
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##
��
��
$$
��
%%
&&
��
''
((
))
**
++
,,
--
..
//
00
11
22
33
44
55
66
77
88
99
::
;;
<<

��
==
>>
??
@@
@@
AA

BB
##
CC
DD
EE
AA
::
FF

AA
GG
//
HH
99
II
JJ
KK
LL
MM
NN
77
88
OO
PP
QQ
::
RR
SS
��

協協
力力

寒寒
川川
町町

��
��
""
TT
��
��
$$
��

午午
後後
五五
時時

｢｢

第第
四四
十十
六六
回回
相相
模模
薪薪
能能｣｣

並並
びび
にに

｢｢

花花
柳柳
流流
日日
本本
舞舞
踊踊｣｣

於於

神神
社社
内内
庭庭
特特
設設
能能
舞舞
台台

��
��
��
��
��
��
��
UU
""
TT
��
��
$$
��

九九
時時
〜〜
十十
六六
時時｢｢

終終
戦戦
七七
十十
年年
資資
料料
展展｣｣

於於

客客
殿殿
特特
設設
会会
場場

終終

日日

｢｢

ここ
どど
もも
絵絵
画画
展展｣｣

於於

参参

道道

参参
道道
のの
灯灯
籠籠
にに
日日
本本
神神
話話
のの
絵絵
画画
をを
掲掲
げげ
平平
和和
をを
祈祈
りり
まま
すす
。。

※※
両両
展展
はは
ごご
自自
由由
にに
ごご
覧覧
いい
たた
だだ
けけ
まま
すす
。。

%
&
'
(

◆
能

金
札

(

き
ん
さ
つ)

観
世

喜
正
ほ
か

◆
狂
言

簸
屑

(

ひ
く
ず)

野
村

萬
斎
ほ
か

◆
能

海
士

(

あ
ま)

中
森

貫
太
ほ
か

%
)
*
�
(

平
成
二
十
七
年
八
月
十
五
日(

土)

午
後
五
時
半

開
演
予
定

%
+
,
(

寒
川
神
社
境
内
特
設
能
舞
台
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寒
川
町
・
寒
川
体
育
協
会
主

催
に
よ
る

｢

第
六
十
五
回
観
桜

駅
伝
競
争
大
会｣

が
四
月
五
日

に
町
内
外
か
ら
七
十
六
チ
ー
ム

約
三
百
八
十
名
の
参
加
を
得
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
雨
交
じ
り
の
生
憎
の
天
候

の
中
で
の
大
会
と
な
り
ま
し
た

が
、
出
発
地
点
の
参
道
二
之
鳥

居
付
近
を
始
め
、
沿
道
で
は
多

く
の
人
が
声
援
を
送
っ
て
お
り

ま
し
た
。

第
二
部
優
勝
の
相
州
健
児
チ
ー

ム
と
第
三
部
優
勝
の
松
浪
中
Ａ

チ
ー
ム
に
健
闘
を
称
え
一
之
宮

賞
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

四
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で
第

四
十
五
回
学
齢
児
図
画
展
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
図
画
展
は
、
町
内
の
寒

川
さ
く
ら
幼
稚
園
、
倉
見
幼
稚

園
、
一
之
宮
相
和
幼
稚
園
の
協

力
を
得
て
、
今
春
小
学
校
へ
入

学
す
る
園
児
達
の
健
や
か
な
成

長
と
、
創
造
力
や
独
創
性
を
養

う
事
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
本

年
も
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
約
百

五
十
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

期
間
中
は
、
自
分
や
友
達
の

作
品
を
前
に
記
念
写
真
を
撮
る

親
子
連
れ
や
参
拝
者
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

�
�

�
�
�
�

�

�
�
	



�

看
護
師

奥
野

道
子

〃

小
林

玲
子

〃

�
岩

愛

〃

藤
澤
ゆ
か
り

〃

中
嶋

瑞
穂

〃

大
野

雅
史

准
看
護
師

宮
川
万
里
子

薬
剤
師

長
谷
川
陽
一

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
七
年
五
月
一
日

�
�




�

�
�
	



�

看
護
師

島
村

睦
子

規
則
に
依
り
定
年
退
職
と
す
る

平
成
二
十
七
年
四
月
三
十
日

�

�
�
�

�

介
護
福
祉
士

北
條

直
史

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
七
年
四
月
三
十
日

�
�

�
�

�

�
�
�

�
�
�
�
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月
次
祭
に
ご
参
列
さ
れ
た
方
な

ど
に
お
頒
け
す
る
木
札
で
す▲皐 月▲水無月

�
�
�
�
�

�
�
	


�
�


�
�

小
誌

｢

相
模｣

に
毎
月
四
季
折
々
の
俳
句
を
献
じ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
寒
川
俳
壇
の
年
次
総
会
が
、
去
る
三
月
二
十
八
日
に
開
催
さ

れ
、
そ
の
席
上
に
て
本
年
度
の
優
秀
句
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
句
に
は
、
金
指
月
光
氏
の
句
が
選
ば
れ
、
一
之
宮
賞
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

�
�

�
�(

年
間
最
優
秀
句)

�
�

�
�

�
�

�
	



�


金
指

月
光
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青
少
年
活
動
だ
よ
り
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早
咲
き
の
桜
に
青
葉
が
芽
吹

き
始
め
た
四
月
二
日

(
木)

寒
川
神
社
が
育
成
す
る
少
年
館

に
新
た
な
仲
間
を
迎
え
る
入
館

式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

す
っ
か
り
緊
張
し
た
面
持
ち

の
新
入
館
生
た
ち
は
、
式
典
に

先
立
ち
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
が

安
全
で
実
り
多
い
も
の
で
あ
る

事
を
願
っ
て
、
御
本
殿
で
の
奉

告
祭
へ
参
列
し
、
お
祈
り
致
し

ま
し
た
。

御
本
殿
の
厳
粛
な
雰
囲
気
か

ら
か
泣
き
出
し
て
し
ま
う
新
入

館
生
も
い
ま
し
た
が
、
一
方
で

口
を
真
一
文
字
に
つ
ぐ
ん
で
頑

張
っ
て
い
る
館
生
の
姿
も
あ
り

『

も
う
幼
稚
園
じ
ゃ
な
い
ん
だ』

と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
る

よ
う
で
印
象
的
で
し
た
。

奉
告
祭
終
了
後
、
少
年
館
ホ
ー

ル
に
場
所
を
移
し
入
館
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
館
長
先
生
か
ら

お
言
葉
と
記
念
品
を
頂
き
、
こ

れ
か
ら
の
活
動
へ
の
期
待
に
胸

を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

少
年
館
は
新
入
館
生
二
十
七

名
を
加
え
、
合
計
一
二
四
名
で

活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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ベ
ン
チ
ャ
ー
隊
で
は
恒
例
と

な
っ
た
訓
練
ハ
イ
ク
を
実
施

第
１
回
は
小
田
原
駅
、
第
２
回

は
横
須
賀
駅
、
今
回
は
橋
本
駅

か
ら
寒
川
を
目
指
し
た
。

当
日
は
午
前
六
時
日
の
出
と

と
も
に
橋
本
駅
を
出
発
。
地
図

と
コ
ン
パ
ス
を
手
に
相
模
線
沿

い
を
南
下
し
、
地
域
の
氏
神
様

に
立
ち
寄
っ
た
。
途
中
相
模
原

で
は
橋
本
大
神
宮
・
氷
川
神
社
・

亀
ヶ
池
八
幡
宮
・
磯
部
八
幡
宮

座
間
で
は
座
間
神
社
、
海
老
名

で
は
伊
勢
山
大
神
宮
・
本
郷
神

社
を
巡
拝
。
午
後
六
時
頃
日
の

入
と
と
も
に
約
三
十
五
キ
ロ
の

道
の
り
を
完
歩
し
、
無
事
寒
川

神
社
に
到
着
し
た
。

�
竣
工
な
っ
た
亀
ヶ
池
八
幡
宮
に
て

�
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四
月
十
九
日
、
ス
カ
ウ
ト
ハ

ウ
ス
に
て
フ
ラ
イ
ア
ッ
プ
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
四
名
が
フ
ラ
イ
ア
ッ

プ
を
迎
え
ま
し
た
。
中
学
生
の

シ
ニ
ア
部
門
に
な
る
ス
カ
ウ
ト

は
、
上
級
部
門
で
の
期
待
や
抱

負
を
堂
々
と
述
べ
て
い
ま
し
た

小
学
四
年
生
か
ら
の
ジ
ュ
ニ
ア

部
門
に
ア
ッ
プ
し
た
ス
カ
ウ
ト

も
元
気
に
ソ
ン
グ
を
歌
え
ま
し

た
。新

た
な
メ
ン
バ
ー
構
成
に
な

り
、
こ
れ
か
ら
ス
カ
ウ
ト
達
が

ど
の
よ
う
に
成
長
し
て
く
れ
る

か
楽
し
み
で
す
。

�������	
��


����������������������������				
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＜とき＞５月３日� ９時～14時

※雨天の場合翌日
�����寒川神社 馬場
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�新部門のチーフを受けるスカウト達
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� � ５月19日(火)
午後２時～３時

�
� 寒川神社 参集殿
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� � 乳腺外科 医師

劉 孟 娟

入場無料 申込不要
ご来場をお待ちしております｡

������������

寒 川 病 院
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 .
午前

１診 栗田啓司 伊勢川拓也 栗田啓司 山口俊夫 鳴海裕之 鳴海裕之

２診 山口俊夫 岸仲正則 栗田啓司 伊勢川拓也 1,3,5週
栗田啓司 2,4週

３診 岸仲正則

午後
１診 鳴海裕之 山口俊夫 休診 岸仲正則 山口俊夫
２診 岸仲正則

/ 0 
 . 午後 栗田啓司

123
. 午前 注２谷垣俊守
(月2回) (予約)

4567. 午後 内山光昭

89$
.
午前 丸山真弓 丸山真弓 丸山真弓
午後 宮武 範 宮武 範

:;3
. 午前 干場泰成 神田茂孝

< .
午前

１診 木勢佳史 原 正 徳田裕(乳腺) 原 正 宮北寛士 原 正 1,3,5週
木勢佳史 2,4週

２診 石田秀樹 岡村卓穂(乳腺) 伊東功(肛門) 伊東功(肛門)
1,2,3,5週

３診 劉孟娟(乳腺)

午後
１診 伊東 功 鍋島一仁 15時30分まで担当医 休診 木勢佳史
２診 伊東功(肛門) 岡村卓穂(乳腺)

=/0<. 午後 富永二郎
> ? . 午後 太田多美 徳山道生 渡辺絢子
@ 9 3 . 午前 河村好章

A B < .
午前 城倉雅次 坂口 彰 城倉雅次 休診 岡崎 敦 城倉雅次 1,3,5週

休診 2,4週

午後 注１城倉雅次(予約) 城倉雅次 休診 城倉雅次 休診

C .
午前 木勢由利子 木勢由利子 小林綾子 保科真理 木勢由利子

及川哲平 1週
木勢由利子 2,4週
嶋村慎太郎 3週
休診 5週

午後 木勢由利子 松本文也 及川哲平 鈴木崇弘 鈴木崇弘

DEFG.
午前 大上麻由里 大上麻由里 大上麻由里 大上麻由里 小田桐恭子 大上麻由里
午後 大上麻由里 金田将治 大上麻由里 大上麻由里 関根基樹


 H I
午前 原 正 鳴海裕之 中原史雄 木勢佳史 木勢佳史 3週

原 正 4週

午後 木勢佳史 原 正 伊東 功 伊東 功

������	
��
������

注１ 診療開始 15：00～ 注２谷垣医師の診療日はお電話にてご確認願います
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先
月
の
健
康
手
帳

｢

痔
の
話｣

で
誤
植
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
並
び
に
訂
正
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

誤

一
段
目

十
三
行
目

こ
れ
に
は

｢

内
痔
核｣

と

｢

外
痔
核｣

が
多
く
占
め
、

正
こ
れ
に
は

｢

内
痔
核｣

と

｢

外
痔
核｣

が
あ
り
ま
す
。
中
で
も

｢

内
痔
核｣

が
多
く
を
占
め
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創
刊
号
よ
り
各
百
号
ご
と
の
表

紙
を
飾
っ
た
写
真
。

し
た
社
報
作
り
の
構
想
を
目
下

検
討
中
で
す
。

尚
、
六
月
号
は
発
刊
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
留
意
下
さ
い
。

次
号
か
ら
季
刊
と
な
り
ま
す

心
機
一
転
、
よ
り
見
易
く
充
実

大
朝
寝
ち
ら
り
と
よ
ぎ
る
ず
る
休
み

飛
石

槿
花

種
芋
が
男
結
び
で
届
き
け
り

根
岸

君
子

朧
夜
の
糠ぬ

か

床ど
こ

の
蓋
と
ん
と
置
く

芹
澤

徳
光

乗
り
継
ぎ
の
電
車
待
つ
間
の
桜
か
な

伊
藤

公
一

ス
ケ
ッ
チ
の
覗
き
見
許
す
花
の
下

吉
岡

�
�

二
の
鳥
居
三
の
鳥
居
や
花
吹
雪

浦
野

房
子

ひ
ね
も
す
に
風
を
道
連
れ
土
筆
摘
む

宮
入

つ
る

柿
若
葉
飾
っ
た
よ
う
に
富
士
座
る

四
ッ
車
梢
月

背
番
号
な
き
ユ
ニ
ホ
ー
ム
風
光
る

菅
沼

保
幸

風
光
る
さ
ら
�

落
ち
る
砂
時
計

菅
沼
う
め
の

花
冷
に
風
加
は
り
し
夕
べ
か
な

岩
田
美
代
子

園
児
画
く
紙
い
っ
ぱ
い
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

松
本
美
智
子

徒と

長ち
ょ
う

枝し

の
伸
び
放
題
や
梨
の
花

松
村

信
篤

花は
な

筏い
か
だ

風
に
委
ね
て
く
ず
れ
け
り

倉
谷

節
子

片
言
で
ロ
ー
マ
字
を
読
む
花
の
駅

金
子

つ
ぢ

春
昼
や
風
の
届
け
し
鳥
の
羽
根

竹
村
真
砂
美

葉
桜
と
な
り
て
社
や
神
々
し

皆
川
志
ん
ご

手
を
振
っ
て
振
ら
れ
て
ゆ
き
ぬ
花は

な

莚む
し
ろ

露
木
て
る
子

急
降
下
雲
雀
す
み
か
の
麦
畑

原
野

楽
天

水み

尾お

引
い
て
番

つ
が
い

で
泳
ぐ
残
り
鴨

天
沼

子
平

か
け
足
で
桜
前
線
北
上
し

三
輪

恭
子

十
三
歳
の
命
突
然
う
ば
わ
れ
し
河
原
に
献
花
の
人
は
と
だ
え
ず

安
藤

慧

ひ
と
月
遅
れ
し
だ
れ
梅
の
花
開
き
弥
生
の
風
に
ほ
の
か
に
匂
う

川
島
惠
美
子

煮
上
り
し
大
豆
を
潰
し
塩
糀
ま
ぜ
れ
ば
は
や
も
味
噌
の
顔
す
る

平
澤
ま
さ
え

紅
梅
の
つ
ぼ
み
は
枝
に
行
儀
よ
く
散
歩
の
園
児
の
赤
い
帽
子

稲
垣

武
子

熱
海
の
海
遠
く
広
が
る
水
平
線
山
よ
り
望
め
ば
地
球
は
ま
る
い

�
田

幸
子

幕
山
を
下
り
つ
望
む
梅
園
の
香
り
と
色
ど
り
疲
れ
忘
れ
る

宮
治
友
美
枝

都
立
美
術
館
に
わ
が
絵
出
品
さ
れ
お
る
と
孫
の
誘
い
に
わ
く
わ
く
上
京

徳
江

道
子

如
月
に
入
り
し
を
椿
の
咲
き
出
で
ぬ

｢

羽
衣｣

と
う
名
の
淡
き
く
れ
な
い

宇
田
川
時
子

同
室
の
先
輩
達
に
は
げ
ま
さ
れ
心
お
ち
つ
き
手
術
に
向
う

土
屋
ト
ミ
子

春
雨
の
や
さ
し
く
ぬ
ら
す
石
庭
に
落
つ
る
雫
を
暫
し
見
て
お
り

浜
田

寿
子

寒
い
夜
に
甘
酒
す
す
り
亡は

母は

を
恋
う
糀
の
甘
さ
は
亡
母
の
や
さ
し
さ

山
口

幸
子

七
草
の
今
朝
大
輪
の
百
合
開
く
紅
色
淡
く
艶
や
か
な
花

山
根
喜
美
代

太
軒
の
根
元
に
一
輪
枝
の
な
き
花
の
咲
き
出
る
そ
の
可
憐
さ
よ

亀
山

文
子

梅
が
散
り
桜
の
便
り
も
ち
ら
ほ
ら
と
計
画
た
て
る

い
ざ
旅
に
出
ん

岡
元

芳
子

待
つ
吾
に
軽
く
手
を
上
げ
友
は
来
る
待
た
せ
て
ご
免
の
笑
顔
と
と
も
に

杉
本

照
世


